
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 人権の尊重 

患者さんの人権を尊重し、信頼される医療を行うためにインフォームド・コンセントを実践します。 

〇 安全な医療 

安全に配慮した良質な医療を提供いたします。 

〇 チーム医療の推進 

多職種連携により、早期に社会復帰できるようにサポートいたします。 

〇 人材の育成と教育 

医療の進歩と社会の変化に対応できるよう、知識・技術の習得に励み自己研鑽に努めます。 

〇 健全な病院経営 

組織としての透明性を保ち、事業継続に努めます。 

 

 

特定医療法人  

荘和会 

菅原病院 

2016年 

 

 

 

１０月号 

ご自由にお持ち帰りください 

 

菅原病院周辺を空から撮影 

笑顔のためにこれからも 

地域と共に歩む 

精神医療を目指します 

 

菅原病院の理念 

菅原病院の基本方針 

 

第５４０号 平成２８年１０月１日発行 



これまで毎月発行していた磯の香ですが、今回

より、3ヶ月おきの発行へ変更となりました。 

内容を少しでも皆様のお役に立てるようにと、

種々の情報もこれまでよりも載せるようにと検

討をしております。 

ホームページも、スマートフォンでも見やすい

ようにデザインを変更しており、お時間がありま

したら合わせてご覧ください。 

 国の事情により、精神科病院の役割も年々変化

がみられ、昔とは違う対応を全国の病院が要求さ

れております。 

 

このため、長く当院を利用されてくださってい

る方々には、ご面倒をかけることがあるのではと

心配しており、できる限り皆様に当院の情報を広

報誌やホームページで提供させていただきたい

と思っております。 

これからも当院を頼ってくださる患者様、ご家

族のために頑張っていきたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

菅原病院広報誌「磯の香」 

リニューアル号発行にあたって

院長 菅原 和彦 



 

 

 

 

 

天候に恵まれた 8月 3日（水）、みどりの広

場にて納涼祭が行われました。 

連日暑い日が続いており熱中症を心配してい

ましたが、特に体調不良になる患者様もいらっ

しゃらず、多くの患者様にショップコーナー、

抽選会、演芸鑑賞として、本荘民謡踊り同好会

様による民謡・踊りを楽しんでいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一度は聞いたことのある民謡も多く、一緒

に踊りながら楽しむ患者様もいらっしゃり

大変好評でした。 

最後に患者様・職員で舞台を囲んで盆踊

りを踊り、患者様からは楽しかったとの意

見が多く聞かれ、楽しい時間を過ごしてい

ただけたと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院納涼祭              

本荘民謡踊り同好会の皆様 



 

 

 

 

 

６月２５日（土）、地域交流会を開催しました。

あいにくの天気でしたが、地域の皆様をはじめ

多くの方々にご来院いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからも、安全安心で地域に密着した医

療を目指し、様々な取り組みを続けてまい

りますので、ご理解とご協力をお願いいた

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4回 地域交流会 

院長講話 

「思春期の精神疾患」と題して、自

閉症、アスペルガー症候群、注意欠

陥多動性障害とアダルトチルドレ

ンという状態について、院長より講

義させていただき、約６０名の方々

に聴講していただきました。 

腰痛予防体操 アルコールパッチテスト 

たくさんのご来院、ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 

当デイケアのプログラムはさまざまな内容をご用意して

おります。好きなプログラムを選んで参加できます。また

プログラムに参加せず自由に過ごすこともできるので、ご

自分の目的や体調に合わせてご利用下さい。 

＜プログラム内容＞ 

手工芸、軽スポーツ、カードゲーム、カラオケ、脳トレ、

習字、茶道、調理教室、社会生活技能訓練、バス旅行、 

お花見、なべっこ遠足など 

デイケアは外来治療のひとつです。文化活動やスポーツ、趣味的活動など様々なプログラムを通し

て自主性や協調性を養い、日常生活の習慣を身につけることを目的としています。 自分なりの自立を

考えている方々が、「つくる」「学ぶ」「体を動かす」「楽しむ」など様々な活動を通し、一人ひとりの

成長と目標達成（仲間づくり、悩みの解決、健康維持、生きがいを見つける、交流など）を目指して

います。 

どんな目的で利用するの? 

・日常の生活のリズムを規則正しくしたい 

・家庭や地域の生活で感じるつらさを和らげたい 

・人付き合いは苦手だけど居場所や仲間がいる安心感が欲しい 

・家にこもりがちになることを防ぎたい 

・仕事に就くための準備がしたい 

・再発予防のために利用したい 

など様々な目的でご利用頂けます。また当院の精神科外来治療

を受けている方が対象となります。 

 

デイケアご利用までの流れ 

ご利用の際は主治医もしくは医療相談室にご相談下さい。 

↓ 

見学や体験利用を通して、目的に応じた利用計画などを一

緒に考えていきます。 

↓ 

利用開始です。利用中も不安なことや不明な点があればス

タッフにお申し出ください。 

目的に合わせた活動に一緒に取り組みましょう 

１日のスケジュール 

９：30 朝のミーティング 

      ストレッチ体操 

     午前プログラム 

12：00 昼食・休憩 

13：30 ラジオ体操 

     午後プログラム 

15：15 帰りのミーティング 

15：30 帰宅 

 

精神科デイケア 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

窓口からのお知らせ 

総務課 医事係 

①国民健康保険被保険者証 

有効期限が９月３０日までとなっております。 

該当するものが更新されてお手元に届きましたら 

病院窓口に必ずご提示ください。 

 

②後期高齢者医療被保険者証 

③福祉医療費受給者証 

④後期高齢者医療限度額適用・標準負担額認定証 

⑤国民健康保険限度額適用・標準負担額認定証 

上記を更新されて確認がまだの方は健康保険証と 

一緒にご提示をお願いします。 

※保険証は毎月確認させていただいております。 

ご不明な点がありましたら窓口まで連絡ください。 

ご協力をお願いします。 

意見箱より 

＜病院へのご指摘＞ 

○面会に行った際の、職員の表情や言葉遣

いに不愉快な思いをした。 

 

大変ご迷惑をおかけ致しました。 

又、不快な思いをされましたことに対して深く

お詫びを致します。 

全職員に対して、患者さんや家族の立場に立っ

た対応と優しい言葉遣いについて、再度、実施

できているかの確認と、毎朝、接遇目標である

『優しい態度で接します』を唱和し、月１回評

価表にて自分自身を振り返る機会を持たせてい

ます。今後も、接遇の向上に努力いたします。 

貴重なご意見ありがとうございました。 




